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1．狩⼭川の概要
⼀級⽔系仁淀川三⽀狩⼭川
位 置：⾼知県仁淀川町⾒ 越地区
流域⾯積：11.54k㎡
流路延⻑：4.4km
河床勾配：1/50

拡⼤図

仁淀川町役場

⼤渡ダム
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2．現状と課題

昭和50年災時 狩⼭川 災害復旧後 狩⼭川

狩⼭川の経緯

昭和50年 記録的 豪⾬   被災 災害復旧事業 護岸 整備
（護岸は両岸ともｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積による施⼯）
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2．現状と課題

H14 4⽉  仁淀川 “緑 清流”
を再⽣する会』がアンケートを実施
（103世帯中43世帯が回答）

27世帯（約63％）が多⾃然川づくり
による河川の再⽣を希望すると回答

狩⼭川の在り⽅については様々
復旧⼯事    不便 ！
⼩さい⼦供が遊べるようにしてほしい
川 美     ⽣活 良        

など

県 町 企業 住⺠ 協働   
⾃然再⽣事業の開始

2．現状と課題
H14年 12⽉ H15 3⽉にかけて『狩⼭川 周辺環境整備検討業務』を実施

⽬的
     実施   河川⼯事 含   渓流環境 ⾃然再⽣    
可能性を検討し、周辺の施設ともに地域の⼈々にとって愛着の持てる
環境整備を検討する』

実施内容
1．⾃然的・社会的状況、景観等についての現地調査
2．施⼯の代表区間の選定（⽣態系の移動性を確保する）
3．整備構想の検討、イメージ図の作成

仁淀川町（旧池川町）発注 業務：受注者 ㈱⻄⽇本科学技術研究所
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2．現状と課題
流路延⻑4.4km間     A Gの7つの区間を選定し、それぞれの区間の現状と
整備 考 ⽅ 整理

2．現状と課題
各区間における整備構想
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2．現状と課題
各区間における整備構想

2．現状と課題
調査がおこなわれた当時の狩⼭川の様⼦
（H14年 9⽉撮影）

①（A区間）

① ②

②（B区間）

位置図
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2．現状と課題

③

③ ④

④

位置図

調査がおこなわれた当時の狩⼭川の様⼦
（H14年 9⽉撮影）

2．現状と課題

⑤（C区間）

⑤ ⑥

⑥位置図

調査がおこなわれた当時の狩⼭川の様⼦
（H14年 9⽉撮影）
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2．現状と課題
各区間における整備構想のイメージ図を作成
（上下流 連続性 改善 親⽔性 景観 考慮）

A区間 イメージ図

2．現状と課題
B区間 イメージ図
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2．現状と課題
狩⼭川における⼯事の実施

H15 10⽉31⽇ H16 1⽉28⽇にかけて改修⼯事を実施
【⼯事名：狩⼭川 河川海岸緊急改修⼯事】

施⼯区間は検討区間のA、B区間で実施
落差⼯前⾯   左 右岸 改修

A区間

B区間

施⼯は⽯組と⽯張を実施
既設の⽔叩部をはつり、⽯材を設置して
空隙部 栗⽯ 充填  

位置図

コンクリートを使⽤せず、河川改修を実施

2．現状と課題

A区間 B区間

各区間の施⼯完成図（平⾯図）

⽔叩⼯直下は⽯組を施⼯し、⿂類等の⽣物が⽣息できる空間を作成

⽔叩⼯

落
差

⼯ 落
差

⼯

⽔叩⼯

落差⼯   直下 ⽯張   既設⿂道  導⽔

⿂道⼯

導⽔

導⽔

両岸 ⽯張             ⾒      景観 配慮  
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2．現状と課題
⼯事施⼯中に地元新聞にその内容が紹介される（H16 2⽉7⽇付 ⾼知新聞）

アンケートから始まった
狩⼭川の在り⽅が、
⼀定の成果を⽣む

災害以前の河川を
取り戻す『第⼀歩』

2．⼯事実施前の状態と課題
近年 状態

落差⼯ 垂直壁下流部  河床が洗掘され、0.7 1.5m程度 ⽔位差が発⽣

帯⼯ 下流側 同様  河床が洗掘され、0.8 1.0m程度 ⽔位差が発⽣

⽔位差あり

⿂道

落差⼯

帯⼯

⿂道も設置されているが、段差が⽣じて⿂類の遡上が困難な状態
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2．⼯事実施前の状態と課題

全体的 河床 低下     基岩 露出 確認   

護岸基礎部も洗掘を受けている箇所があり、部分的に根継⼯による洗掘対策が
実施されたが、根継⼯ 基礎 露出    箇所 ⾒   

根継⼯ ⽋損箇所護岸基礎   岩 露出

2．現状と課題
狩⼭川の課題

落差⼯垂直壁   帯⼯ 下流部  0.7 1.5m程度 ⽔位差が発⽣している
ため、⿂類等の遡上が妨げられている
（⿂道 隔壁 損傷   流量 多  流  乱    ）

全体的 河床低下   護岸基礎部 露出    
（   不安定 状態   ）

横断構造物 下流部 発⽣  
河床低下により、⿂類等の遡上の
障害となり、⿂類がいない河川に！

護岸の安定性にも影響を与える
おそれがある！

砂礫がなく抽⽔植物が繁茂しない
ことで⽣物の⽣息域がない！
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3．対策⼯の検討

落差⼯   帯⼯ 下流側 形成     淵 保全  
11 淵の保存

⾃然 河床形態 近   淵 保全     淵 上流側  ⾃然⽯ 使⽤  
帯⼯ ⽔制⼯ 設置    瀬 創出 図 （帯⼯下流 切⽋    ⽔道確保）

22 瀬（礫列） 創出

落差⼯ 基本構造        ⽔叩 上部   垂直壁下流側       
 斜路 改良  

33 落差⼯ 斜路化（礫段環境 創出）

抽⽔植物帯 河川⽔ 浄化機能 有  他 ⽣物 産卵場 避難場所
        施⼯後 ⾃然 復元     配慮  

44 抽⽔植物 復元

巨⽯による⽯組み構造とし、巨⽯の空隙が⿂類等の⽣息場所となるよう配慮する
55 ⿂類等の⽣息環境の創出

12

平成27年10月20日 第13回川の自然再生セミナー



3．対策⼯の検討
設計⽅針のイメージ図

3．対策⼯の検討
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4．対策⼯の実施
対策⼯ 実施箇所

平⾯図

旧B区間
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4．対策⼯の実施
⾃然⽯帯⼯の配置計画

既設帯⼯

既設落差⼯

既設帯⼯ 既設帯⼯

平⾯図

4．対策⼯の実施
⾃然⽯帯⼯の構造

標準断⾯図

平⾯図 出来形確認状況
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4．対策⼯の実施
⾃然⽯の代表的な設置⽅法

（1）礫床部への要⽯の設置⽅法 （2）岩盤部への要⽯の設置⽅法

（3）河床 凹凸 利⽤   場合 （4）要⽯と環⽯のかみ合わせ⽅法

根⽯：⽯組構造の最下段の⽯
要⽯：構造上最も重要な部材（設置するもので最も⼤きい）
飼⽯：安定的に固定させるため胴の脇や（控えの）下部に噛み込ませる⽯
環⽯：⽯組構造 形成      ⽯（構造 ⽀点   ⽯ ⼒⽯（     ））

⽤語解説

4．対策⼯の実施
落差⼯ 斜路化（斜路式⿂道⼯）

斜路式魚道工

既設落差⼯

平⾯図
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4．対策⼯の実施
斜路式⿂道⼯ 構造

4．対策⼯の実施
斜路式⿂道⼯ 構造

（1）⽔叩部への要⽯の設置⽅法 （1）⽔叩部への環⽯の設置⽅法

（3）⽯材に使⽤する鉄筋の加⼯⽅法 （4）⽯材    連結  ⾦具

⽔叩部 ⽯材部
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4．対策⼯の実施
⾃然⽯帯⼯の施⼯⼿順

（1）掘削 （2）⾃然⽯設置

（3）中詰材 （4）完成

4．対策⼯の実施
斜路式⿂道⼯ 施⼯⼿順

（1）⽔叩部のはつり （2）⾃然⽯設置（要⽯と⽔叩きの⼀体化）

（3）環⽯への削孔 （4）コンクリート打設
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4．対策⼯の実施
完成

安居川

狩⼭川

安居川  合流部

4．対策⼯の実施
完成

国道439号  上流
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4．対策⼯の実施
完成

落差⼯ 斜路化

4．対策⼯の実施
完成

⾃然⽯帯⼯と護岸基礎部の保護
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ウグイの仲間

ヤマメ カゲロウの幼⽣

5．現在の状況

ウグイの仲間

21

平成27年10月20日 第13回川の自然再生セミナー



5．現在の状況
H26 3⽉ 4⽉    放流 開始（池川町実施）

5．現在の状況
H27 8⽉25⽇ 撮影（台⾵15号 ⽇合計⾬量205.5mm（池川観測所））

国道439号  上流
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5．現在の状況
H27 9⽉11⽇ 撮影

国道439号  上流

5．現在の状況
H27 8⽉25⽇ 撮影（台⾵15号 ⽇合計⾬量205.5mm（池川観測所））

落差⼯ 斜路化
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5．現在の状況

落差⼯ 斜路化
H27 9⽉11⽇ 撮影

5．現在の状況
H27 8⽉25⽇ 撮影（台⾵15号 ⽇合計⾬量205.5mm（池川観測所））

⾃然⽯帯⼯と護岸基礎部の保護
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5．現在の状況
H27 9⽉11⽇ 撮影

⾃然⽯帯⼯と護岸基礎部の保護
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6．まとめ

11 安居川合流部  1,670ｍ 区間    計画     平成22年度  平成26
年度   約350ｍ、帯⼯30基、⽔制⼯13基、⿂道⼯1基、根固⼯88ｍを実施

22 施⼯済み区間は縦断侵⾷の解消、みお筋の形成が確認できる

33 狩⼭川 最下流  上流 向   ⿂類 遡上 増     地元や漁協関係
者からも好評である

44 本格的 着⼿  平成22年度以降襲来  台⾵等 出⽔後  ⽯材流出等 ⽬
だった被害は発⽣していない

55 今後も未施⼯となっている1,300ｍ区間の整備を順次実施していく

ご清聴ありがとうございました
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⾃然⽯の設置⽅法

（1）礫床部への要⽯の設置⽅法 （2）岩盤部への要⽯の設置⽅法

（3）岩盤部への要⽯の設置⽅法
（河床勾配が逆勾配の場合） （4）河床 凹凸 利⽤   場合

（5）鱗⽯ 設置⽅法 （6）要⽯と環⽯のかみ合わせ⽅法 （7）環⽯の設置⽅法

⾃然⽯帯⼯ 配置間隔根拠（適⽤範囲 I≧1/42.6）

λ=ステップ・プール平均波⻑

chII 61

3

1
48.636.3

I=平均河床勾配

=限界⽔深312 / gqhc

chI 6543.6

Δ=平均波⾼

⼩規模河床形態の縦断河床形状（⻯澤ら, 2000）

上記2式を適⽤した場合、狩⼭川における帯⼯間隔はおよそ8mとなる
※8mを基準として、現場状況を鑑みて配置数（間隔）を調整する場合あり
出典：⻯澤宏昌・林⽇出喜・⻑⾕川和義（2000）：渓流の⼩規模河床形態に関する研究－⿂類等の⽣息環境保全対策への応⽤を

⽬指して－, ⼟⽊学会論⽂集, No.656/Ⅱ-52, pp.83-101
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2．現状と課題
各区間の施⼯完成図（横断図）

A区間 B区間

4．対策⼯の実施
完成

⽔制⼯
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